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研究成果の概要（和文）：本研究においては、理論的および実証的アプローチを統合的に推進することを通し
て、大学における教員養成の理念や実態を明らかにするとともに、そのシステムの再構築に向けて、日本におけ
る教員養成の新たな高度化に向けた将来像を描き出し、具体的な提言を行うことを目指した。25名の有識者を対
象としたインタビュー調査、1800名以上を対象とした質問紙調査を実施するとともに、公開シンポジウム等の研
究協議の場を30回以上にわたって開催した。それらの研究成果として、今後の大学における教師教育に関する基
本的な考え方と提言を「グランドデザイン」、それを具体化した提案を「モデル化」としてそれぞれまとめ文書
として確定した。

研究成果の概要（英文）：Through the integrated promotion of theoretical and empirical approaches, 
this study aimed to clarify the philosophy and reality of teacher training at universities, and to 
draw up a future vision for the new advancement of teacher training in Japan and to make concrete 
recommendations for the reconstruction of this system. We conducted an interview survey of 25 
experts and a questionnaire survey of more than 1,800 people, as well as holding more than 30 public
 symposia and other research discussion forums. As a result of these studies, the basic ideas and 
recommendations for future teacher education at universities were compiled into a ‘grand design’ 
and proposals embodying these ideas were compiled into a ‘modelling’ document, respectively.

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクトの研究成果として提示した「グランドデザイン」は、教員養成に関わるすべての高等教育機関の
教員が共有すべき「基本的な考え方」及び教員養成に関わるすべての関係者が共通の基盤に立って議論ができる
ような「基本理念」を記したものである。また、それを踏まえて記された「モデル化」は大学における教員養成
のカリキュラムと制度に関する具体的な提言である。以上は、日本教師教育学会が主体となって取り組んだ学術
的成果として、また、今後の大学における教員養成の理念や具体的なカリキュラムと制度について検討する上で
のが学術的資料として意義が認められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 大学における教員養成については国策によって規定されてきた歴史的経緯がある。日本教師
教育学会（第 11 期）において、その妥当性について今日的な観点から学術的基盤に基づいて検
討する必要性があることが提起され、課題研究プロジェクトが組織された。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大学における教師教育の特質について学問的な基盤に立脚して研究活動を

進め、大学教育それ自体に対する理念的な考察を深めつつ、大学における教員養成の意義を問い
直すとともに、教員養成、採用、研修の制度およびカリキュラムという観点から理論的、実証的
な研究を行い、現状の問題点や課題を析出し、今後の大学における教師教育のあり方について具
体的な提案をすること（「グランドデザイン」を描き、具体的な「モデル」を提示すること）で
ある。 
 
３．研究の方法 
 大学における教職課程のあり方について、理論的な検討を通して、その基本的な考え方を明確
化するとともに、「カリキュラム」と「制度」という二つの観点から具体化した文書を「グラン
ドデザイン（素案）」として作成した。そして、その「グランドデザイン（素案）」に対する意見
聴取を目的として、当該分野の識者、専門家に対して質的調査（インタビュー）を行い、（１）
その妥当性や問題点・修正点を見出すと同時に、（２）現在進行形の「現状」に対する問題点を
把握し、今後の検討に向けた留意点について検討した。その結果、「グランドデザイン（素案）」
を改善し、「グランドデザイン（案）」を確定した。さらにこの「グランドデザイン（案）」の妥
当性について検討することを目的として、大学で教職課程を担当する教員、教育行政担当者、現
職教員、教職課程履修学生を対象とした量的調査（質問票調査）を実施し、その結果を分析、考
察することを経て「グランドデザイン」を確定した。 
 
４．研究成果 
研究成果を文書（今後の教師教育の「グランドデザイン」）にまとめた。この文書は「基本的

な考え方」「提言」「提案：「グランドデザイン」のモデル化」によって構成されている。 
なお、本報告では紙幅に限りがあるため、全文を掲載することができない。そこで以下では、

「基本的な考え方」のみ全文を記し、それ以降の「提言」と「提案」については、文書の見出し
のみを記すにとどめる。文書全文については日本教師教育学会（監修）（2024）『大学における教
員養成の未来』（学文社）を参照されたい。 
 
今後の教師教育の「グランドデザイン」 
◎基本的な考え方  
（１）「これからの教師像」をどのようなものとしてとらえるか 
現在、大きな社会的変革が進む中で、学校そのものも大きく変化しています。教師は、こうし

た新しい学校教育において中心的な役割を担うことが期待されており、その専門性の向上がよ
り一層求められています。また、子どもの教育を支える「公的」な職業として、その重要性はま
すます大きなものとなっています。こうした中で、我々はこれからの教師を「自律的でクリエイ
ティブな高度専門職」として位置づけたいと思います。すなわち、これからの教師は「学びと成
長の専門家」であり、かつ、市民性（社会的公正など）や豊かな感性（人権感覚など）を基盤と
した「自ら学び考える教師」であるべきです。しかもそのような教師の専門的な力量は、同僚性
や協働が重視される職場環境の下でこそ十全に発揮されます。こうした教師になるためには、教
育や教科に関連する理論を「幅広く探究的に学ぶ体験」が必要であり、それは大学教育を通じて
こそ実現します。そこでは教師としての即戦力そのものを重視するというよりも、以上のような
教師に求められる力量のうちの基本的素養を、「探究的・研究的な学び」を通して培うことが中
心になると考えます。 
この実現に向けて、大学における教員養成については、「市民的教養」「教育学的教養」「教科

の教養」の探究を通して望ましい力量を育成することができるカリキュラムを構築する必要が
あると考えます。同時に、教員養成に携わる大学の教師にも、学生が身に付けるべき力量を念頭
に置きながら、大学全体で組織的な改革に取り組み、同時に、自らの教育実践や授業の在り方を
改善し続けていくことが求められます。 
 
（２）「理論」と「実践」の関係をどのように考えるのか 
専門職の養成においては、理論と実践の両面が重視されるべきです。しかし、子どもたちがい

ない大学における養成で実践的な力量を形成するには限界があります。また、現在、大学におい
ては履修登録できる単位の上限を設ける制度（キャップ制）が導入され、学校教育現場で必要と
される事項を次々とカリキュラムに加えることにも限界があり、（１）で述べた、本来大学で学
ぶべき基本的素養の修得が困難になりつつあります。 



こうしたことから、我々は、理論的学びと実践的力量を共に身に付けた教師を養成するために、
現行の４年制の学士課程の後に、多様なルートを持つ２年程度の課程（大学院修士レベル）を加
えて標準とする新たな制度的枠組みを提唱します。現在、教師の職務が複雑化・高度化している
現状、及び、心理系・薬学系・医学系等、他の専門職が大学院レベルまでその養成期間を延長し
ていること、さらには、欧米諸国においては教員養成が大学院レベルまで引き上げられつつある
という国際的な動向を踏まえれば、教職を高度な専門職とするための必要な方策と考えます。こ
の２年程度の課程（大学院修士レベル）においては、高度な専門性を獲得できる多様なルートや
カリキュラムを提案したいと考えています。 
 
（３）「質」と「量」の両方を視野に入れた制度設計をどのように行うか 
教師の養成に関しては、質と量の確保を共に視野に入れた制度設計が必要と考えます。「質」

に関しては、入職後の即戦力の必要性は認められるものの、基本的に、教育に関する諸学問の知
や教科等に関連する専門分野の知といった「大学でこそ学ぶべきこと」や「大学でしか学べない
こと」を前提とした養成制度であるべきです。なぜなら、入職後に、高度な専門職として生涯に
わたって学び続ける基礎を培うことこそが、大学教育の役割だと考えるからです。 
「量」に関しては、現在、教員不足が大きな問題となっていますが、教員不足を理由として大

学における教師の養成を軽視することは、専門職としての教師の社会的地位を脅かすものです。
質と量を両立させるためには、基本的に、教職をより魅力的な職業とするための諸施策を実施す
ると同時に、質を向上させながら多くの人々が教師の道を選択できる、新たな「柔軟かつ多様な
制度的枠組み」を構築する必要があります。なぜならば、他の専門職と比較して、圧倒的に多く
の、そして、多様な教師が必要とされているからであり、唯一の単独モデルによる養成では質と
量を両立させることは不可能だと考えるからです。そのため、我々は、開放制の原則のもとで、
目的養成と並立する多様な教職課程の在り方を具体的に構想しています。 
そのため、質と量の両方を視野に入れた新しい制度として、上記（２）で示したような、４年

制の学士課程の後に、多様なルートを持つ２年程度の課程（大学院修士レベル）を加えて標準と
するような改革を提案します。言うまでもなく、教員不足が大きな問題となっている現状で、単
一の６年制の養成課程のみを考えることは避けるべきです。入職後の教員の「学び直し」の機会
としての大学院や、教職を志望する社会人を対象とした「学び直し」の機会としての大学院も重
要なルートとして位置づけたいと考えています。その際には、十分な身分的・経済的保障も必要
となりますが、それは教職の魅力を高めることにも繋がりますので、こうした施策も併せて提唱
したいと考えます。 
 
◎提言 
１．教職課程カリキュラムの再構築 
（１）大学教育で育むべき教師の力量 
（２）学士レベルを超えたさらなる学びの支援 
（３）「大学における教員養成」の実践の改善 
 
２.「６年間を見通した教員養成システム」の構築 
（１）大学院での学び直しを保障する多様なルートによる免許制度 
（２）社会人を対象とした教員養成プログラム 
（３）大学と現場をつなぐ「導入プロセス」の再編 
（４）課程認定制度の限界と新たな質保証制度の提言 

①文科省による課程認定制度の限界 
②新たな質保証制度における専門学会・大学の役割 

 
提案：「グランドデザイン」のモデル化 
Ⅰ. はじめに 
1. なぜ「モデル化」が必要か 
2.「モデル化」にあたっての基本原則 

 
Ⅱ. 標準免許状と基礎免許状について 
 
Ⅲ. 基礎免許状と学士レベルの学びについて 
 1. 「基礎免許状」を取得する意義 
 2. 二つの参照基準: 「エッセンシャル・カリキュラム」 
 3. 学士レベルの「教職特別課程」 
 
Ⅳ. 標準免許状と大学院修士レベルでの学びについて 
  1. 「標準免許状」を取得する意義：教職経験を持つ人の場合 
 2. 「標準免許状」を取得する意義：教職経験を持たない人の場合 



 3. 三つのタイプの大学院修士課程 
 4. 教育臨床研究：多様性の中の「共通性」 
 5. 修士レベルの「教職特別課程」 
 6. 標準免許状と学位 
 7. 標準免許状の取得を促す方策 

以上 
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